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注意事項 

 

１． 試験開始の合図があるまで、中を見てはいけません。 

２． 問題用紙右上に受験番号を記入して下さい。 

３． 解答用紙に、試験日・受験番号・氏名を必ず記入して下さい。 

４． 解答用紙に印刷不鮮明の部分があった場合は、その場で静かに手を挙げて試験監督

者に知らせて下さい。 

５． 記述欄が足りない場合には解答用紙の裏面を使用しても構いません。 

６． 試験開始後、問題用紙に印刷不鮮明の部分があった場合は、その場で静かに手を挙

げて試験監督者に知らせて下さい。 

７． 解答は、黒鉛筆、シャープペンシルなどを使用して下さい。 

８． この問題用紙は、試験終了後回収します。 

 



事業創造大学院大学事業創造研究科（専門職学位課程） 

2025 年度秋学期 入学選考試験（海外第 1 次入試） 

記述式試験問題（A） 

問題Ⅰ：次の文章を読んで、各設問に答えなさい。 

「デジタル赤字」を稼ぐ力に転じる変革を 

 

日本の企業や個人が海外の ITサービスに支払うお金が膨らんでいる。それをデジタル

化の加速につなげ、稼ぐ力を高めなければ、日本からお金が出ていくだけになってしま

う。 

財務省によると、海外とのモノやサービスの取引状況を示す経常収支は、2023年度に

25兆 3千億円あまりの黒字だった。22年度の 3倍に迫る額で、過去最高の水準となっ

た。 

日本の稼ぐ力が強まった結果とは言いがたい。 

黒字が大幅に増えたのは、資源高の一服で輸入額が前年度に比べ 1割減り、貿易収支の

赤字が縮小したからだ。輸出は北米向けの自動車が好調だったものの、全体で見ると額は

2%ほどの伸びにとどまった。輸出で稼ぐ「貿易立国」の面影は薄れつつある。 

代わりに稼ぎ頭となったのは、海外への投資で得られる利子や配当だ。そのやり取りを

表す第 1次所得収支は 23年度に 35兆円を超す黒字になった。日本企業が海外で攻めの

M&A（合併・買収）を進めた成果にほかならない。 

急増するインバウンド（訪日外国人）が日本で使うお金も、経常収支の黒字を押し上げ

る要因になっている。新型コロナウイルス禍の収束で、旅行収支の黒字は 4兆 2千億円と

前年度の 3.6倍に達した。 

一方、新たな赤字要因として浮上しているのが、米巨大テック企業の「GAFA」などが提

供するネット広告やクラウドサービスへの支払いだ。（１）いわゆる「デジタル赤字」は

約 5.6兆円と 5年でおよそ 1.7倍に膨らんだ。 

生成 AI（人工知能）の活用が本格化し、デジタルサービスの需要は今後も拡大が続く。

こうした事業を手がけるのは、多くが海外の IT企業だ。使えば使うほど日本の富は国外

に流出する。 

重要なのは、こうしたデジタル化に伴う海外への支払いが増えても、日本企業がそれを

生かして生産性を高め、付加価値の高い製品を生み出すことだ。（２）日本発のイノベー

ションで新たな稼ぎ手を育てていかなければならない。 

海外企業による日本でのデータセンターの建設が相次ぐなど、デジタル化の加速は国内

投資を呼び込む面もある。半導体の台湾積体電路製造（TSMC）の熊本工場建設は好例だ。

海外勢の対日投資拡大を日本の生産基盤やデジタル基盤の強化につなげたい。 

 

（日本経済新聞 2024年 5月 10日 社説） 

著作権の関係で掲載いたしません 



 

設問１：この文章を要約しなさい。（２００～３００字） 

 

 

設問２：下線部（１）米巨大テック企業の「GAFA」などが提供するネット広告やクラウド

サービスへの支払いが日本の経常収支の赤字要因となってしまった原因について論述せ

よ。（４００字程度） 

 

 

設問３：下線部（２）「デジタル化に伴う海外への支払いが増えても、日本企業がそれを生

かして生産性を高め、付加価値の高い製品を生み出す」ために、日本企業は何をしなければ

ならないか、あなたの考えを論述せよ。（４００字程度） 

 

 

 

 

 

 

 


